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たんたんエナジーは、自治体のエネルギ－政

策推進のサポートのために、この問題に取り組

む研究者や京都府地球温暖化防止活動推進

センターが連携して設立した会社です。福知山

市や立命館ソーシャルインパクトファンドからの

出資も受けており、社会課題の解決を目指して

取組を進めているところです。

おかげさまで、2018年12月の会社設立から

5年半が経過し、少しずつ成果が目に見える形

になって参りました。一方で、気候変動はますま

す深刻化しています。また、ロシアのウクライナ

侵攻等により、エネルギーを巡る情勢は激変し

ています。

こうした中で、あらためて、自分たちの立ち位

置を確認し、到達すべき目標とそこに至る道筋

を描くために、今回よりソーシャルインパクトレ

ポートを作成することといたしました。

ぜひご覧いただき、ご意見・ご提案をいただき

ますとともに、脱炭素型のすてきな地域社会づ

くりに向けて連携させていただければ幸いです。

会社概要
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■名称：たんたんエナジー株式会社
■創立年：2018年
■資本金：5,１00万円 （資本準備金を含む）
■株主：
立命館ソーシャルインパクトファンド
合同会社京都サンエネルギー
福知山市
その他個人（研究者など）

■役員
代表取締役 木原浩貴
専務取締役 根岸哲生
取締役 浅井薫

田浦健朗
豊田陽介
的場信敬

監査役 清水仁志
■URL：https://tantan-energy.jp/
■所在地
京都府福知山市篠尾新町3丁目79-2
竹下ビル202号室

たんたんエナジー株式会社
代表取締役 木原浩貴

代表取締役より会社概要

たんたんエナジーの機能

みんなの屋根の電気
（卒FIT）を子どもたちに

地域エネルギーの
ハブ機能

地域の人の
ハブ機能

再エネを地域の
教育や事業活動に

市民出資で発電所
＋防災拠点を

担い手を育成

電気を通じて地域活動を
サポート
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設立の経緯
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京都府・龍谷大学等による検討 福知山市による検討 温暖化防止センターの取り組み

こうした複数の経緯が重なり合い、地域のエネルギー政策の推進パートナーとして、たんたんエナジーが設立されました。

京都府は、環境省「地域の多様な課題に応え

る低炭素な都市・地域づくりモデル形成事業

（平成30年度）」の支援を受け、府の中北部の

自治体と府が共同で出資する地域エネルギー

事業体の検討プロジェクトを実施しました。

検討プロセスには、自治体だけではなく、龍谷

大学や京都府地球温暖化防止活動推進セン

ターも参画しました。

この検討により、地域エネルギー事業体の必

要性やあるべき姿が明確になりました。

福知山市は、水害や猛暑など気候変動のリス

クを抱えています。また、工業団地が立地してお

り、その脱炭素化が近い将来の地域経済に

とって極めて重要となっていました。

そこで「福知山市再生可能エネルギー活用プ

ラン」（平成26年度）や「福知山市における再

生可能エネルギー事業の推進に関する提言

書」（平成29年度）がとりまとめられ、エネル

ギーの地産地消の重要性や、そのための地域

新電力の必要性が確認され、具体的方策が示

されました。

京都府地球温暖化防止活動推進センターは、

京都府知事に指定を受けて活動する、脱炭素

型の地域づくりのための中間支援組織です。

ウッドマイレージCO2を組み込んだ京都府産

木材認証制度の設計と運用、学校給食や社員

食堂と連携した京都府産食材によるフードマイ

レージ削減プロジェクトなど、地産地消による

気候変動対策に取り組んで来ました。

エネルギーの地産地消に向けた自治体支援

の仕組みづくりに関する議論も進められてきま

した。
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解決すべき
社会課題
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気候変動 エネルギー費用の流出

その他 地域の諸課題

化石燃料の輸入額

27.3兆円
（2023年）

再エネ電力の不足（奪い合い）

自然災害
少子化
高齢化

貧困

交通

参考：
消費税総額
23.4兆円

健康

再エネ普及を支える仕組みの変化への対応

地域の自然の恵みを
地域で使えるか

国が保障＝
安心して
投資できる

電力会社（一般送配電事業者）

需要家（一般家庭含む）

国の制度に基づく
「再エネ賦課金」の支払い

費用は薄く広く負担

電力 支払い

需要家

長期契約でコミット

小売電気事業者

買い手が
いれば
投資できる

売り手と
買い手を
つなぐ

仕組みが
変化

これまで これから
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ロジックモデル
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活動 産出 直接成果 中間成果
(2030)

長期成果
(2040)

①
再
エ
ネ
発
電
所
導
入

（
地
域
裨
益
型
再
エ
ネ
導
入

モ
デ
ル
の
開
発
と
実
装
、
他

地
域
へ
の
波
及
）

②
再
エ
ネ
電
力
供
給

（
持
続
可
能
な
再
エ

ネ
電
力
に
よ
る
地
域

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

③
地
域
連
携

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
通
じ
た
つ
な

が
り
づ
く
り
）

④
教
育
・発
信

（
脱
炭
素
社
会

の
担
い
手
育
成

へ
の
貢
献
）

市民出資型オンサイ
トPPA事業の実施

市民出資型オフサイ
トPPA事業の実施

地域貢献型ソーラー
シェアリングの実施

丹波・丹後地域で生
み出されるの太陽光、
バイオマス等による
電力の調達と供給

地域貢献型電力メ
ニューの整備及び個
人顧客向け営業活動

教材の提供
再エネ工作教室等の
実施
インターンシップ実
習生の受け入れ

再エネ発電所及び蓄
電池・V2Bが設置さ
れる

多くの市民が参加す
る形の太陽光発電所
が建設される

耕作放棄地・農地の
有効活用が実現する

市民参加型・地域裨
益型再エネ導入モデ
ルが社会実装される
------------------
• 地域防災力向上
• 再エネ普及の担い
手増加

• 地域産品知名度向
上（投資家特典）

• 施工ノウハウ蓄積

行政・研究機関と連
携して、地域のエネ
ルギー政策推進のモ
デル創出と社会実装
を行う社会的企業と
しての役割を果たし、
福知山のモデルが他
の地域にも波及して
いる

民間事業者に地域産
再エネ電力が利用さ
れる

小中学校などの公共
施設で地域産再エネ
電力が利用される

戸建住宅等の再エネ
普及が進み、自治体
の計画が進捗する

需要家にとっての特
色（宣伝材料）が提
供される

福知山市等の自治体
が他地域から再エネ
のまちとして認知さ
れている

顧客企業のブランド
価値が向上している

脱炭素型の豊かな地
域づくりの事例が丹
波・丹後地域に豊富
に存在して地域住民
がそれを実感できる
ようになっており、
これが他地域にも波
及している

再エネの受容度が高
まり、自ら導入する
人や企業が増加して
いる。また、再エネ
導入を支持する人が
増加している

低圧（個人）顧客が
増加する

再エネ・気候変動の
教育を受けた人が増
加する

地域課題解決に取り
組むNPOのサポート
（寄付）が拡大する
とともに、たんたん
エナジーの知名度が
アップする

再エネ・気候変動に
対する理解が向上す
る

子育てやスポーツな
どを担う地域団体の
取組に貢献できてお
り、成果が地域に認
知されている

脱炭素社会づくりを
ポジティブに捉える
人が増加している

長期的に出すべき成果を明確にし、そこに至る

までの道筋を描きました。
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成果指標と
達成度
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現状
（２０２３年度）

中間目標
（２０30）

長期目標
（２０40）

①再エネ設備導入 ～地域裨益型再エネ導入モデルの開発と実装、他地域への波及～

延べ導入量（たんたんエナジー発電） ５９２ｋW ２,０００ｋW ５,０００ｋW

延べ参加者（出資者）数 146人 500人 1000人

対象避難所の収容人数 4,920人 7,000人 9，000人

再エネ電気調達先（家庭含む）の数 37箇所 100箇所 200箇所

②再エネ電力供給 ～持続可能な再エネ電力による地域ブランディング～

再エネメニューでの年間CO2削減 3,100トン 5,000トン 10,000トン

契約民間事業所の数 23事業所 50事業所 100事業所

③地域連携 ～エネルギー事業を通じたつながりづくり～

地域活動応援金累積額（低圧売上の一部） 55万円 300万円 1000万円

④教育・情報発信 ～脱炭素社会の担い手育成への貢献～

環境教育・啓発 年間実施回数 2回 10回 20回

再エネ電力を供給する教育施設数 24箇所 50箇所 100箇所

その他

パートナー自治体数（出資・協定） １自治体 5自治体 10自治体

視察・事例報告等の回数 28回 40回 60回
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①再エネ導入
（地域裨益型再エネ導入モデルの
開発と実装、他地域への波及）
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事業スキーム

導入設備の規模

設置時期 設置場所 PV規模 防災設備

第1期
2021年度

学校給食
センター

156kW  

三段池公
園体育館

167kW 蓄電池10kWh

武道館 28kW
蓄電池4kWh
V2Bシステム

第2期
2022年度

南陵中学
校

103kW
蓄電池14kWh
V2Bシステム

夜久野支
所

64kW
蓄電池14kWh
V2Bシステム

第3期
2023年度

桃映中学
校

45kW
蓄電池7．4kWh

V2Bシステム

三和荘 29kW
蓄電池7．4kWh

V2Bシステム

合計 ５９２kW

第3期事業として約70ｋWの太陽光発電システムを設置し、本事業による累積設置規模は約

600kWとなりました。電気代が高騰する中、安定価格で電力を供給できています。

第
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育
館
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福知山市 福知山市×たんたん

市の公共施設への累積PV導入量（kW）

累積導入量を

3年で約9倍に
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地域防災力の強化

関係人口の創出・強化

太陽光発電の設置場所には、併せて蓄電池

やV2Bシステム（※）を設置し、地域防災力の

強化に貢献しています。停電時にも照明、非常

用コンセント等が使用可能となります。

※V2Bシステム：通常時には電気自動車の

充電に使用し、停電時には逆に電気自動車か

ら建物に給電できるシステム。容量が大きい電

気自動車の天地を活用でき、避難所等の電力

確保に有効な手段と言えます。

①再エネ導入
（地域裨益型再エネ導入モデルの
開発と実装、他地域への波及）

市民出資の仕組みにより、自宅に太陽光発電

を設置できない人にも、再エネ普及に参加する

場を提供できています。

3口以上の出資者には、投資家特典として福

知山の観光チケットや特産品をプレゼントする

ことで、関係人口の創出・強化につなげていま

す。福知山市以外の方からの出資割合も多く、

市民出資が新たな関係づくりにつながってい

ると言えます。

第3期

人数 割合
金額

(万円）
割合

60 100% 200 100%

38 63% 114 57%

21 35% 62 31%

福知山市 14 23% 40 20%

22 37% 86 43%

合計
京都

府
亀岡

以北

府外

第3期投資家特典
（１）福知山鉄道館フクレル・

福知山城等チケットセット
（大人2人子ども3人分）

（２）福知山鉄道館フクレルでしか
買えないフクレルグッズセット

（３）ぶどう丸ごと超濃潤
三和ぶどうジュース1本 

第2期

人数 割合
金額

(万円）
割合

34 100% 200 100%

22 65% 123 62%

15 44% 72 36%

福知山市 12 35% 64 32%

14 41% 77 39%

合計
京都

府
亀岡

以北

府外

出資者のの居住地

蓄電池等を設置した避難所の収容人数

4,920人

市民出資に参加した人・企業の延べ人数

144人
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民間施設への供給

福知山市内の小中学校、学校給食センター、

市役所本庁舎や支所などの公共施設に「実質

再エネ電力」を安定的に供給しました。子ども

たちはCO2排出ゼロの電気で学ぶことができ

ています。

電力は、主に、隣接する丹波市のパルプ製造

施設より、パルプ製造時にでる黒液や廃材等

を活用したものを調達しています。

今期は電力需給管理を内製化しました。これ

により、地域の再エネを自社の判断で柔軟に

仕入れられる体制が整いました。

②再エネ電力供給
（持続可能な再エネ電力による
地域ブランディング）

与謝野駅前のビールパブ「TANGOYA BRE

WERY & PUBLIC HOUSE」様への電力供

給を開始しました。こちらでは、地元で育てた

ホップを活用したビール造りが行われており、

「電気も地元のものを」とご契約いただきまし

た。

インタビューさせていただいたところ、代表の

濱田さんは電力切り替えの営業電話にも「地

産地消を大切にしたいので切り替えるつもりは

ありません」と断ってくださっているとのこと。た

んたんエナジーの電気をブランディング戦略

のひとつの手段として使っていただいています。

学校など公共施設への供給

CO2排出量削減効果

3,000ｔ-CO2以上

世帯あたり平均排出量の約1100軒分 に相当
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福知山市と連携し、市に登録された「SDGs

パートナー」の中から、毎年1団体に活動応援

金を贈呈させていただいています。昨期は、「昭

和ぶんぶく食堂」様に贈呈させていただきまし

た。昭和ぶんぶく食堂様は、子ども食堂を運営

されており、子どもたちも一緒に食事を作ること

で食育も同時に実施されています。

また、部活動地域移行等にチャレンジする地

域の総合型スポーツクラブ「福知山ユナイテッ

ド」様とオフィシャルパートナー契約を締結し、

「京都ハンナリーズ」のチケットスポンサーにな

るなど、スポーツ振興にも貢献をしています。

③地域連携
（エネルギー事業を通じた
つながりづくり）

④教育・情報発信
（脱炭素社会の
担い手育成への貢献）

福知山市、京都府地球温暖化防止活動推進

センターと連携し、福知山産業フェアにて啓発

を行いました。「太陽光発電をつけたい公共施

設」の的を狙って倒す射的ゲームなど「エコ縁

日」を通して楽しく再エネについて伝えました。

地域連携

教育・情報発信

京都府と京都府地球温暖化防止活動推進セ

ンターが行う「CO2ゼロチャレンジ」に「たんた

んエナジー賞」として「簡易型火力発電実験

機」を提供。4年生以上の児童総数「100人以

上150人未満」の部で参加率が高かった京都

市立池田東小学校に贈呈されました。

学校のコメントや実験の様子は

こちら

https://www.kcfca.or.jp/p

roject/natuyasumi/tokusy

o2023/project-23124/

京都北都信用金庫様と連携し、地域事業者

を対象にカードゲーム「2050カーボンニュート

ラル」を活用した研修を提供するなど、社会人

向けの教育活動も実施しました。東京都中央

区などでもユース世代向けに同様のプログラ

ムを実施するなど、他地域にも貢献しました。

福知山市SDGsパートナー
活動応援金 累積額

552,420円
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その他
（連携の強化・モデルとしての波及）
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福知山市からの出資

福知山市より出資を受け、エネルギー政策推

進のための関係をさらに強化しました（2023

年6月実行、7月登記完了）。

ソーラーウィーク 優秀賞受賞

2023年11月23日、市民出資型オンサイト

PPA事業が、一社）太陽光発電協会のソー

ラーウィーク大賞にて優秀賞を受賞しました。

環境省近畿事務所の事例集に掲載

市民出資型オンサイトPPA事業が環境省近

畿地方環境事務所の事例集にモデル事例とし

て掲載されました。

西脇知事と意見交換

2024年1月16日「西脇知事と行き活きトー

ク」に代表の木原（兼・京都府温暖化防止センター副

センター長）が参加し意見交換を行いました。

府内自治体担当者による視察受け入れ

2023年9月23日、総合地球環境学研究所

の脱炭素化を目指す京都ラウンドテーブルに

て多くの自治体担当者にお越しいただきました。

視察・研修に多数対応

モデル事例として注目を集めており、多くの視

察があったほか、研修会等で講演・事例報告

を行いました。

＜視察対応・事例報告の例＞

• 環境省主催 自治体職員研修講師
• ローカルグッド創成支援機構主催 地域に
よる 地域のための 地域新電力 連続講座 
2023講師 （2回）

• 京都府建築士会主催 第一回すべての建
築士のための総合研修 講師

• その他、地方自治体の職員・議員らによる
ヒアリング対応
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